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「まちづくり協議会」ができてから１０年
が経過し、人口減、少子高齢化だけでなく

課題も大きく変貌している中、市はどのようなビ
ジョンを持って取り組んでいくか
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要介護認定者など自宅で自立出来なくなっ
た人のケアプランを作り、サービスの提供

が行われる介護保険事業の要であるケアマネー
ジャーは、１人で多くの利用者を抱え、本来の業
務以外の対応も強いられるなど問題が多く、人材
不足が危惧される。保険料を納めているのに介護
サービスが受けられない「ケアマネ難民」を出さ
ない取組は
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家族の世話、介護を過度に担う子ども「ヤ
ングケアラー」は、子どもの権利条約にあ

る「学ぶ権利」や「遊ぶ権利」が侵害されている
状態であり、本人が SOS を出せない場合もある。

「ヤングケアラー、がんばれ」と応援するのでは
なく、「ヤングケアラーをさせてはいけないんだ」
という前提をもっと多くの人が共有するようにな
るべきである。ヤングケアラーの早期発見と支援
は市の責務である。ヤングケアラー支援条例の策
定についての市の考えは
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次期駐車場整備計画において需要に応じた
料金の見直し、利用者区分に応じた駐車場

料金設定の案が提示された。市民の福利厚生をよ
り充実させるため、自治体運営において外貨を稼
ぎ、地域に還元する仕組みの強化が必要だと考え
るが市の考えは
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